
教育環境の充実

国際園芸アカデミーの教育環境の充実イメージ

教育環境の充実に向けた検討内容 活用するフィールド

・ 消費者との交流によるニーズを捉えたものづくりの実践

・ 来園者に向けた装飾作品展示や発表会の実施

・ 消費者交流・作品販売のための常設直売施設の設置

・活動発表の場の充実

直売所・交流施設の
整備

・来園者との交流･花き

販売

花フェスタ記念公園
（サテライト施設等）

地域社会との連携
・ 学生提案による花と緑のまちづくりの実現

・インターンシップの充実
及び企業研修

・花と緑のまちづくり
自治体・企業

・ 最新技術が学べる機械・設備の新規導入
学習環境整備

・機械・設備の充実
国際園芸アカデミー

実践的技術の習得
・ 自治体や企業と連携した新たなフィールドの確保 自治体・企業・県試験場

校

内

花
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ェ
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タ
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念
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園

校

外

・ 実習フィールドに併設した座学が行える実習棟の整備

・本格的な造園施工実習が学べる設備の新規導入

実習フィールドの
再整備

・実習棟の整備

教育環境の充実ＷＧ検討結果
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実習フィールド
（現存）

花トピアの再整備
又は実習棟の新設

ブースによる花の販売

花のミュージアム
装飾作品の発表に活用

東ゲート

西ゲート

花フェスタ記念公園のフィールド活用例 ① ～花フェスタ記念公園全体～
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国際園芸アカデミー教育環境の充実 ロードマップ イメージ

2020年
(R2)

2024年(R6) 2025年(R7)

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

校内

○直売施設での販
売

・来園者を観客とする発表会開催による装飾技能向上

○座学スペース
を活用した授
業の実施

・教育環境向上

○実習フィールドを活用した授業の拡充

○学習環境整備に向けた計画
・先進的農業教育の実践
・販促技術の修得授業の実施

○新設備を活用した授業の展開

○消費者との交流によるニーズを捉えたものづくりの実践

○花フェスタ公園の施設を活用した装飾作品展示や発表会の実施

校外
・インターンシップの充実
・自治体とのまちづくりの展開
・自治体と連携した生涯学習の実施 等

○ 企業・自治体との連携強化
○ 実践的技術の修得の推進

・インターンシップ先の拡充
及び企業研修

○ 地域社会との連携

・学生提案による花と緑のまちづくり
の提案

・環境制御温室の整備
・スタジオ、ディスプレイ工房の設置

2021年(R3) 2022年(R4) 2023年(R5)

課
題
の
整
理
及
び
事
業
展
開
検
討

（
有
識
者
会
議
）

○直売所・交流施設の整備

・花フェスタを活用した教育環境
整備構想の策定

・直売所の基本設計
実施設計の策定

・整備された施設等を活用した教育の
開始

・消費者との交流によるコミュニケーション能力向上
・ニーズを捉えたものづくりの実践による技能向上

○機械・設備の整備

○実習フィールドの再整備

・実習棟整備構想の策定

・常設直売施設の整備

（花き生産コース）

（花き装飾コース）
○直売施設を活用
した作品展示

○本格的な造園施工実
習の実施

・学習効率向上

（造園緑化コース）

○サテライト
施設の効果
を検証し、さ
らなる展開
の検討

（検証内容）
・生徒のモチベー
ション向上

・園芸アカデミー

の認知度向上
等

・最新技術が学べる機械・設備の導入
計画

・実習棟の基本設計
実施設計の策定

・座学が行える実習棟の
整備

【サテライト施設の整備】

教育環境の充実ＷＧ
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教育環境の充実ＷＧ検討結果


